
社協会員になりませんか？
「ともに支えあい　心豊かに」を基本理念に、安芸高田市社会福祉協議会はさまざまな地域
福祉活動を行なっています。社協会員から頂いた会費は、社協の取り組みや活動に大切に活用
させていただいております。市社協の活動にご理解いただける方、サポートしていただける方
は、社協会員への登録をお願いいたします。

［ 地域福祉活動 ］
・ふれあいサロン事業
・小地域のお茶の間サロン事業
・認知症カフェ事業　など

［ 情報発信 ］
・社協だより（年4回発行）

戸別会員（世帯）
賛助会員（個人）
団体会員（団体・法人）

年会費 主な会費の活用方法

年間を通じて募集しています。市社協本所、
および各支所窓口で申し込みください。

申込方法

会費は全て地域へ還元します。

※申込書はホームページからダウンロードできます。

・ふれあいサロン事業
・地域福祉会議事業
・小地域のお茶の間サロン事業
・ほほえみネット事業

令和4年10月1日～令和5年3月31日

［お問い合わせ］社会福祉協議会　地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131

募金を活用して助成する事業

募集期間

 500円 ／1世帯
 1,000円 ／1人
 3,000円 ／1団体

赤い羽根共同募金
今年も10月1日から全国で一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
共同募金は社会福祉法に基づいた募金活動で、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすこ

とができるよう「じぶんの町を良くするしくみ。」をテーマに活動しています。皆さまのご協力は、
安芸高田市の地域福祉の推進に重要な役割を担っています。ぜひご協力ください。

・配食サービス事業
・認知症カフェ事業
・ボランティア活動事業

おしらせ

10月1日からの市役所開庁時間変更に伴い、市社協美土里・高宮・向原の3支所の
窓口開所時間を変更します。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

8時30分～17時30分     　　　 9時～17時変更前 変更後窓口開所時間
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【  広報委員会  】 委員長／浜重 好則　副委員長／津賀山 とし子　委員／冨田 慶子　佐々木 昌莊　片岡 典子　丸山 義捷
【　　　　　　】 社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会　〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
● 電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　　● ホームページ http://www.akisha.jp/

窓口開所時間

が変わります

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行しています
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災害時におけるボランティア支援に関する協定を締結しました

災害シミュレーション研修を実施しました

自立支援をサポートします

社協のデイサービスを利用してみませんか？
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介護保険を利用して福祉用具をレンタルしませんか？

地域福祉会議の取り組み紹介

まごころ
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災害シミュレーション研修会の様子



　介護に関する相談や健康、福祉の悩み事、どこに相談したら良い
かわからないことなど、内容に応じて適切な関係機関と連携し問題
解決に努めます。お気軽にご相談ください！

地域包括支援センター

80代　Aさん

骨折して治療はしたけど
退院後の生活が不安

ホームヘルパーによる家事の支援、リハ
ビリを兼ねたデイサービスの利用、歩行
器のレンタルを提案。そのために必要な
介護保険の申請の代行。

自立
支援をサポートします

　地域包括支援センターでは、高齢者が自立した日常生活を送れるようにする
ため、支援策や介護予防など、自立のためのプランを作成しサポートしています。

50代　Bさん

母に認知症の症状が。
介護疲れで父の激しい声が
聞こえる日も・・・。

ヘルパーやデイサービスなどの介護サー
ビスの利用を提案。

80代　Cさん

コロナの影響で運動不足
散歩が続かない・・・。

相談を受けた職員は、Cさんの身体機能低
下が見られると判断。デイケアを利用した
リハビリなど、体を動かすプランを提案。

［お問い合わせ］
社会福祉協議会　地域包括支援センター　本所 電話・お太助フォン 47-1132／甲田 電話45-7530
 

介護に疲れた…。

デイサービスって
どうやって

利用するんだろう…？

近所のおばあちゃんが
心配…。

《 介護予防ケアマネジメント 》

サポート・提案例

サポート・提案例

サポート・提案例

お気軽にお電話ください

　ボランティアセンターを円滑に設置・運営するため、
災害シミュレーション研修を行ないました。

災害シミュレーション研修
を実施しました

　受付票の記入から誘導、ボランティア
保険の加入手続きなど、受付業務の内
容・手順を確認しました。

● ボランティア受付

● ニーズ受付

● オリエンテーション・マッチング

この協定により、豪雨や地震などの大規模災害時に
おける「ボランティア活動に必要な資器材の提供」「ボ
ランティアが移動する際の輸送の手配」「飲食物の提
供」などの支援が可能になりました。昨年8月の大雨災
害の経験を踏まえ、平時から相互に連携を図ります。

ライオンズクラブ国際協会安芸高田ライオンズクラブと
「災害時におけるボランティア支援に関する協定」
を締結しました

　グループごとにリーダーを選び、事務局がボラ
ンティアの心得、活動内容と流れ、注意事項を周
知するとともに、グループ員からの質問に的確に
受け答えできるようシミュレーションしました。

　想定事案により、
相談者からの困り事
の的確な把握と、適
切な対応について、
その手順などを確認
しました。

in 美土里町

▶安芸高田ライオンズクラブ　吉村 前会長（左）と
  市社協　竹重 会長（右）　    

災害時におけるボランティア活動の強化に向けて

社協だより 2社協だより3
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介護保険を利用すると、1割～3割の自己負担でレンタルすることができます。

要支援・要介護認定を受けている方 
※認定を受けていない方でも自費でレンタルできるものもありますので、ご相談ください。

〈 利用できる方 〉

〈 福祉用具を使うことで期待できること 〉

〈 レンタルするメリット 〉

〈 貸し出しできる用具 〉

車いす

車いす付属品

特殊寝台

特殊寝台付属品

床ずれ防止用具

体位変換器

手すり

スロープ

歩行器

歩行補助杖

認知症老人徘徊感知器

移動用リフト（つり具部分除く）

自動排泄処理装置

自走、介助用標準車いす　普通型電動車いす

クッションなど

電動ベッド

ベッド柵、マットレスなど

床ずれ防止マット

体位変換を容易にするもの

工事を必要としない手すり

工事を必要としない、階段などの段差を解消するもの

移動時に体重を支えることができる歩行補助器具

松葉杖、多点杖など

センサーで認知症高齢者の移動を感知するもの

体をつり上げる機能などで移動を補助するもの

排泄物を自動的に吸引するもの（尿のみ）

×
×
×
×
×
×
○

○

○

○

×
×
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

要支援1・2
要介護1

要介護
2・3・4・5品目

※×のものでも心身の状態によっては利用できる場合があります。

● 自分でできることが増え、活動の幅が広がる　● 介護者の負担を減らすことができる
● 安全な環境づくり、重度化の予防

費用
購 入するよりも低 価
格で、自己負担をおさ
えることができます。

お試し利用
利用時には、いくつか
用意しますので、実際
に使用しながら選ぶこ
とができます。

交換・返却
体や環境に合わなく
なったり、使用しなく
なったら交換・返却す
ることができます。

点検
定期的に訪問して点
検します。故障や不具
合があれば必要に応
じ交換します。

介護保険を利用して福祉用具をレンタルしませんか？

要支援・要介護認定を受けている方▶担当のケアマネジャーに相談してください。［お問い合わせ］
認定を受けていない方▶社会福祉協議会 地域包括支援センター（本所） 電話47-1132
 地域包括支援センター（甲田） 電話45-7530
 福祉用具貸与事業所 電話45-7531

● 利用できる地域・曜日

● 料金

● 利用できる方 介護保険の給付対象の方

581円
686円
792円
897円

1,003円

外出の機会が減ると、身体的にも精神的にも刺
激が少なくなることで、認知症や寝たきりになる可
能性が高くなります。デイサービス（通所介護）は
人と触れ合ったり体操や手作業を行なうことで、
そのような症状の予防にもつながります。送迎もで
きますので、介護者の負担軽減の面からもぜひご
利用ください。

△…要相談

13

14

9

10

11

一日の流れ

［お問い合わせ］
社会福祉協議会　通所介護事業所（甲田町高田原1490-1） ふれあいセンターこうだ内 　電話45-5102

健康チェック

ティータイム

パワーリハビリ

入浴

体操

季節の行事

※内容は一例です。

体を動かす活動

15:45 自宅へお送り

レクリエーション

15

要介護 1
要介護 2
要介護 3
要介護 4 
要介護 5

1日
1,672円
3,428円

要支援 1
要支援 2

（1割負担の方）

月額

社協のデイサービスを
利用してみませんか？

12:00
昼食

8:30 自宅へお迎え

昼食代560円いただきますお試し体験 受付中

 吉田町 ○ ○ ○ ○ △ △ 

 八千代町 △ △ △ △ △ △ 

 美土里町 ○ ○ △ ○ ○ ○ 

 高宮町 △ △ △ △ △ △ 

 甲田町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 向原町 △ △ △ △ △ △ 

月 火 水 木 金 土

送迎可

※令和4年10月から利用
料金が変わります。

　（制度改正のため）

社 協 だ より 4社 協 だ より5
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料金が変わります。

　（制度改正のため）
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(敬称略）
7月1日～8月31日

温かいご寄附を頂きありがとうございました。
頂いたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
寄附者ご本人の承諾のもと記載しています。

広島県安芸高田市八千代町下根578

地域福祉会議の

外出の機会減少や体力低下など、コロナ禍で集いの
場が開かれないことへの対策として、8月から偶数月
に地域福祉会議主体で「行ってみよーや、あいちゃん
の井戸端カフェ」に取り組んでいます。

　令和3年度から市内全町に設置された
地域福祉会議。今回は高宮・甲田・向原の
地域福祉会議の取り組みを紹介します。

移動が難しい方でも参加しやすいように、会場を固定化
せず移動しての開催も検討しています。

高宮

甲田

向原

今
回
は

取り組み紹介

高宮地域福祉会議

今後予定している活動

「サロン活動を通じてつながりをつくろう」と、誰も
が気軽に集える場として、サロンマップを基に空白地
帯へのサロン設立に取り組んでいます。

向原地域福祉会議の様子
地域の困り事や生活課題の抽出、孤立防止などに取り
組み、地域のつながりの強化を目指します。

向原地域福祉会議

甲田地域福祉会議の様子

今後予定している活動

サロンのない地域で困り事などの話ができる関係
づくりをサポートしていくために、サロンの拡充に取り
組んでいます。

出前講座を活用しながら地域の課題を抽出し、サロン
活動の活性化に向けて取り組みます。

甲田地域福祉会議

今後予定している活動

「行ってみよーや、あいちゃんの
井戸端カフェ」の様子
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頂いたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
寄附者ご本人の承諾のもと記載しています。
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　令和3年度から市内全町に設置された
地域福祉会議。今回は高宮・甲田・向原の
地域福祉会議の取り組みを紹介します。

移動が難しい方でも参加しやすいように、会場を固定化
せず移動しての開催も検討しています。
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高宮地域福祉会議

今後予定している活動

「サロン活動を通じてつながりをつくろう」と、誰も
が気軽に集える場として、サロンマップを基に空白地
帯へのサロン設立に取り組んでいます。

向原地域福祉会議の様子
地域の困り事や生活課題の抽出、孤立防止などに取り
組み、地域のつながりの強化を目指します。

向原地域福祉会議

甲田地域福祉会議の様子

今後予定している活動

サロンのない地域で困り事などの話ができる関係
づくりをサポートしていくために、サロンの拡充に取り
組んでいます。

出前講座を活用しながら地域の課題を抽出し、サロン
活動の活性化に向けて取り組みます。
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「行ってみよーや、あいちゃんの
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社協会員になりませんか？
「ともに支えあい　心豊かに」を基本理念に、安芸高田市社会福祉協議会はさまざまな地域
福祉活動を行なっています。社協会員から頂いた会費は、社協の取り組みや活動に大切に活用
させていただいております。市社協の活動にご理解いただける方、サポートしていただける方
は、社協会員への登録をお願いいたします。

［ 地域福祉活動 ］
・ふれあいサロン事業
・小地域のお茶の間サロン事業
・認知症カフェ事業　など

［ 情報発信 ］
・社協だより（年4回発行）

戸別会員（世帯）
賛助会員（個人）
団体会員（団体・法人）

年会費 主な会費の活用方法

年間を通じて募集しています。市社協本所、
および各支所窓口で申し込みください。

申込方法

会費は全て地域へ還元します。

※申込書はホームページからダウンロードできます。

・ふれあいサロン事業
・地域福祉会議事業
・小地域のお茶の間サロン事業
・ほほえみネット事業

令和4年10月1日～令和5年3月31日

［お問い合わせ］社会福祉協議会　地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131

募金を活用して助成する事業

募集期間

 500円 ／1世帯
 1,000円 ／1人
 3,000円 ／1団体

赤い羽根共同募金
今年も10月1日から全国で一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
共同募金は社会福祉法に基づいた募金活動で、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすこ

とができるよう「じぶんの町を良くするしくみ。」をテーマに活動しています。皆さまのご協力は、
安芸高田市の地域福祉の推進に重要な役割を担っています。ぜひご協力ください。

・配食サービス事業
・認知症カフェ事業
・ボランティア活動事業

おしらせ

10月1日からの市役所開庁時間変更に伴い、市社協美土里・高宮・向原の3支所の
窓口開所時間を変更します。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

8時30分～17時30分     　　　 9時～17時変更前 変更後窓口開所時間
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窓口開所時間

が変わります

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行しています
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安芸高田市社会福祉協議会

災害時におけるボランティア支援に関する協定を締結しました

災害シミュレーション研修を実施しました

自立支援をサポートします

社協のデイサービスを利用してみませんか？
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介護保険を利用して福祉用具をレンタルしませんか？

地域福祉会議の取り組み紹介

まごころ

おしらせ

も
く
じ

災害シミュレーション研修会の様子


